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2024年（令和６年）2月 2 0日
●＜ろん・ぽわん＞クレソン 続

●図書館を離れて（第６０回）

―続「おおかみと七ひきのこやぎ」―

　料理評論家のＹさんの講演会へのお誘いがあっ

たのは同窓会の会長さんからだった。お付き合い

だから仕方ない、行ってみた。だが、意外にもと

言えば失礼だが講演は時宜を得たものだった。折

しもミシュラン・レストランガイドがいよいよ日

本上陸を果たし、東京のレストランの格付けが発

表される直前という頃だ。Ｙさんはその予想を立

てて発表したかったのだろう。日本のフランス料

理や食文化が世界レベルとして認められるその日

を待ちわびたＹさんの言葉は熱気を帯び、聴衆に

直に伝わってくる。最高位の三つ星レストラン候

補をずばり予想し、その見立てでそのレストラン

に足を運んで味わってほしいとまで訴えた。

　丁度その頃、「別冊文藝春秋」に連載され後に単

行本となった小説（『美味礼賛』海老沢泰久著／文

藝春秋／ 1992 年）を読んでいたのもあって、Ｙさ

んの講演は俄然興味を惹く内容であった。辻静雄

の半生を扱った読み応えのある評伝である。フラ

ンス料理を西洋料理と呼び、料理人をコックと呼

んでいた 1960 年頃の日本の水準からすれば、若き

日の辻静雄の奮闘ぶりは歴史に残る挑戦で、本場

のフランス料理、フランス料理店の話の一つ一つ

が、その道を目指す者でなくとも食文化に関心を

もつなら必読の書と言えるかもしれない。さらに

日本の調理師学校のレベルを一段階、いや数段上

のレベルに引き上げた辻静雄の功績はもっと知ら

れてもよい。フランスから招いた一流シェフの面々

に教えを乞うばかりでなく、逆に日本料理の名店

を案内して和食の文化を伝え、後のフランス料理

に影響を与えるきっかけを作ったのも辻静雄のま

さに慧眼であった。

　最後の随筆となった本の巻末には親交のあった

丸谷才一の文章が添えられている（『料理に「究極」

なし』辻静雄著／文藝春秋／ 1994 年）。そして海

老沢泰久が辻静雄の評伝を書いたのは、丸谷才一

の示唆によるものだったらしいと向井敏が書いて

いる（『美味礼賛』文春文庫版解説）。

　2008 年に日本版ミシュラン・レストランガイド

が発表された。Ｙさんのいち推しカンテサンスは

見事三つ星を獲得、以来 15 年三つ星を維持してい

る。シェフは岸田周三氏。あの当時港区白金にあっ

たレストランはもちろんグランメゾンではあるが、

華やかというより穏やかで、清潔感に満ちていた。

黒御影石のプレートに盛られたメインの肉料理は

まだ日本のフレンチの主流ではなかった低温調理

で仕上げられた見事な一品で、Ｙさんが応援する

のも当然であっただろう。

　一般向けのプログラムに気が向けば参加する程

度で卒業生でもないのに、たまたま知り合ったフラ

ンスの名門料理学校同窓会の会長さんからなぜ声

がかかったのかは謎だが、三つ星レストランの料理

を味わうという得がたい体験となった。（埜村 太郎）
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人間ってこんなもんですよ

　「おおかみと七ひきのこやぎ」（以下「おおかみ

…」）に関心を持つきっかけとなった上田萬年訳の

『おほかみ』。まずは、ヤギではなくヒツジだった

ことに驚いたのだが、他にも小さな違和感を覚え

るところがあった。オオカミが足を白くするため

に行った粉屋での場面――前足に白い粉をかける

よう言われた粉屋は一旦断ったものの、「おまえを

喰ってしまうぞ」と脅され、すぐにオオカミの言

うままなる――、そのすぐ後に続く＜人間は、み

んなこんなに弱いものである＞という文章が、違

和感の一つだ。

　話の筋と関係は無いし、『八ッ山羊』にも載って

いない。最初は上田萬年が付け加えたのだろうと

考えた。なぜなら『おほかみ』には他にも、＜こ

のお話を聞くみなさんには、このときの女
めひつじ

羊の心

を察することが出来ますか＞という、余計とも思

われる言葉が入っているからだ。しかし戦前に出

版された「おおかみ…」を読んでいるうちに、他

にも「人間でも狼を恐がっています」「人間と言う

ものは臆病なものです」などの文章があるのを発

見した。決定的だったのは大正初期に出版された

３冊の「独語対訳本」（以下「独語対訳」）。３冊と

もにこの文章が載っていて、訳者が勝手に付け加

えたという疑念ははれたのである。

　さらに（近くの図書館で入手できたものだけ）

戦後生まれの「おおかみ…」も調べてみた。まず

絵本（または絵本に近いもの）――例えば瀬田貞

二約訳・ホフマン絵（福音館書店）／稗田宰子文・

花之内雅吉絵（フレーベル館）／えんどうみえこ

文・よしざわようこ絵（コーキ出版）／末吉暁子文・

猫野べすか絵（フレーベル館）／海一慶子・文絵（小

学館）――には入っていなかった。絵本以外では

『初版グリム童話集』（吉原高志・素子訳）／『1812

初版グリム童話集』（乾佑美子訳）／『語るための

グリム童話』（小澤俊夫訳　※２版を訳した『完訳グ

リム童話』（ぎょうせい）を底本としている）にも入っ

ていない。

　ところが７版の「グリム童話」を訳した本――

例えば『子どもに語るグリムの童話』（佐々梨代子・

野村泫訳）／『グリム童話全集』（橋本孝・天沼春

樹訳）／『完訳グリム童話集』（野村泫訳）／『完

訳グリム童話集』（池田香代子訳）／『グリムコレ

クション』（天沼春樹訳）／『グリム童話集』（佐々

木田鶴子訳）／『グリム童話集』（相良守峯訳）／『完

訳グリムどうわ』（若林ひとみ訳）／『グリム童話』

（山口四郎訳）／『おはなしのろうそく』（東京子

ども図書館訳）／『グリム童話』（池内紀訳）／『グ

リムの昔話』（矢崎源九郎訳）／『グリムの昔話』

（大塚勇三訳）／『図説グリム童話』（虎頭惠美子訳）

――には、「いやはや、人間ってこんなもんなんで

すよ」「人間というやつは、まあ、いつもこういう

ものなのだ」……など、“人間がいかに弱くいいか

げんなものか”を示す意味合いの言葉が入ってい

た。

　大雑把にではあるが、絵本と、初版及び２版の

「グリム童話」を訳した本には「人間は……」とい

う言葉が無く、７版を訳した本の多くに入ってい

るという傾向が見られた。

母ヤギは年寄りだった

　もう一つ『おほかみ』で気になったのは、冒頭

の＜一疋の年とった女
めひつじ

羊があって…＞というとこ

ろだ。母ヤギが年寄りだったとは……。知らなかっ

たと言うより、そもそも年齢など考えたこともな

かったのだ。

　他の本を確かめてみると、戦前の本では、「独

語対訳」も含め半数近い本に「年寄たる」「老い

たる」「老
お ば あ

婆さんの」「大変齢
としより

寄の」……などの言

葉が入っている。なかには「寡
や も め

婦の羊
ひつじ

」というの

もあった（そう言えばどの本もシングルマザーの

ようだ）。戦後の本の場合、絵本と初版・２版の

訳本では年齢に触れていない。７版の訳本では半

数くらいに“年とった”ヤギであることが書かれ

―続「おおかみと七ひきのこやぎ」―

図書館を離れて（第６０回）

並木 せつ子
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他の「グリム童話集」の多くで、母ヤギは＜めーめー

とないて＞＜メェーと鳴き＞＜メエ、とひと声鳴

いて＞＜めえめえ鳴きながら＞、安心して出かけ

て行く。まるで“メエ”と鳴くことが、安心して

出かけることの合図であるかのように。

　さかのぼって明治から昭和初期までの本を見返

すと、＜一鳴
なき

鳴いて＞というのが少しあるくらい

で、どれも鳴き声にはふれていない。その中で具

体的に鳴き声が載っているのは、「独語対訳」だけ

で、それぞれ母ヤギは＜震い声で鳴いて＞＜ぎゅ

うぎゅうと鳴いて＞＜ギャーギャーとないて＞出

かけて行く。ここで初めてヤギの鳴き声＝「メエ

メエ」が流布するのは、まだ先のことだと気がつ

いた。ヤギそのものが身近な動物ではなかったの

だから無理もない。いつ「メエメエ」になったの

かわからないが、私が見た本の中で「メエメエ」

が最初に登場するのは、1947 年刊の『グリム傑作

童話集』（相良守峯訳　羽田書店）だった。

声をよくする・足を白くする

　こうして、何冊もの「おおかみ…」を見ている

うちに、比較してみたくなったのは、オオカミが“声

をやさしくする方法”と“足を白くする方法”だ。

子ヤギに“お母さんならもっとよい声”のはず、“お

母さんの足は黒じゃなくて白い”と言われ、オオ

カミはそれを是正すべく奔走する。

　まず声をよくするもの。昭和以降の本では、ほ

ぼ“白墨（チョーク）または石灰を食べる（飲む）”

に定まってくるが、明治期には、『八ッ山羊』『お

ほかみ』をはじめ、薬屋（薬種屋）へ行って“声

をよくする薬”を飲むという本が多い。中には「美

音錠」という名まえの薬まである。大正期になっ

ても薬を飲むオオカミはいるが、徐々に白墨（石灰）

の方が増えてきて、そのまま昭和期へと続く。

　「独語対訳」では、それぞれ「一つの大きな石灰

の塊」や「大きな白墨を一本」「おおきな白墨の切」

と訳されているので、原文はこちらが正解と思わ

れる。＜チョークが薬に変えられているのは、原

文の内容が日本人にはわかりにくいと思われるか

らであろう＞（野口芳子著『グリムのメルヒェン』

ていた。

母ヤギのお出かけ　

　母ヤギが出かける目的は、出版年代にかかわら

ず“森・山・林”へ“食べ物を探しに行く”とい

うのがほとんどで、絵本やさし絵のある本には、

小さな手さげかごを手にしたり、大きなかごを背

負ったり、鍬のような農具を持ったりする姿が描

かれている。“森や山へ出かける”と言っても、食

べ物を調達する方法はそれぞれ違うようだ。具体

的に＜飼
か い ば

草を採りに＞と書いている本もある。

　森・山・林以外に行く例は少ないが、日本最初

の「おおかみ…」である『八ッ山羊』の場合は＜

市
ま ち

街＞へ行くとあり、母ヤギは手さげかごと棒（？）

を手に持ち、＜みやげによき物をたくさん＞買っ

てきてあげようと言いおいて出かける。採集生活

者ではなく消費者なのだ。「金の星児童文庫」（1928

年）の母ヤギは＜毎日、乳を売って、衣
き も の

物や食物

を買ふために＞出かける。『グリム童話』（原田實

著　寺本書房 1948 年）の母ヤギは＜配給物を取

りに行く＞ため出かけ、＜配給所で大変ながく行

列＞したので時間がたってしまったと言いながら

帰ってくる。作者の考えた設定や時代背景が反映

されていておもしろい。

　戦後の絵本には、帰ってきた母ヤギのかごの中

身が具体的に描かれているものも数例あった。大

根・キャベツ・里芋（のようなもの）だったり、

リンゴと葉物野菜だったり、リンゴだけだったり、

草のようなものだったり……。母ヤギが何を調達

してきたか知ることができる。これにより“森へ

食べ物を探しに行く”という行為を、作者がどの

ように想定していたか推し量ることもできるのだ。

昔のヤギはメエと鳴かない？

　“オオカミに気をつけるよう”言い、子ヤギが

“大丈夫”と答えるのを聞くと母ヤギは安心して出

かける。その時に“メエと鳴く”母ヤギが多いこ

とに気がついたのは、戦後の本を見ていたときだ。

瀬田貞二訳の絵本（ホフマン絵）も＜めええと　

ないて、あんしんして　でかけました＞とあるし、
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勁草書房 1994 年）という説には納得である。それ

にしても白墨や石灰で声はよくなるものなのだろ

うか？

　『グリム童話集』（橋本孝・天沼春樹訳　西村書

店 2013 年）には次のような注釈が載っている。

＜むかし、商店ではチョークで売掛金を石盤に記

した。支払いをめぐって争いが起こり、法廷に

もちこまれると、訴えられた者はとたんに猫な

で声をだしてまるくおさめようとしたことから、

「チョークを食べる」というのは「おべっかを使う」

とか「かん高い声で、言い訳わけをする」という

意味になった。そこで、こういう声を出す人に対

して、「あれはチョーク食べたみたい」と表現する

ようになった＞

　『挿絵でよみとくグリム童話』には、“「明治期の

チョークは石膏チョークが一般的で」、「石膏は漢

方薬の世界では、咽喉の炎症を抑える生薬として

も用いられる」。これを踏まえて「声のよくなる薬」

という訳語を選んだ可能性が考えられる”という

趣旨の説が紹介されている。

　『グリムのメルヒェン』には、＜ドイツでは昔か

ら庶民の間で「チョークを飲むと声が良くなる」

と信じられているが、これは根拠のない迷信だそ

うで、日本で一般に「西瓜の種を飲むと盲腸にな

る」と信じられているようなものらしい＞とある。

さらに詳しくは「狼の喉飴は白墨？」（小栗友一『ド

イツ文学研究』54 号）を参照されたい。いずれに

しても本当に声が良くなるわけではなさそうだ。

他に“油揚 (あぶらげ )を買う明治のオオカミ”や、

“生卵を飲む平成のオオカミ”（これについては後

述）もいた。

　前足を白くする方法は、“まずパン屋でねった

粉（ねり粉）を塗り、次に粉屋で白い粉をつけて

もらう”というのが、時代に関係なく多かったが、

パンがまだ一般的でなかったと思われる時期には、

ペンキ屋で白く塗る、のり屋でのりを塗る、パン

屋は省略して粉屋だけで白くするというのもあっ

て、訳者の苦心のほどがうかがえる。

　絵本やさし絵には、パン屋さんや粉屋さんの姿

が描かれていることも多い。それは人間だったり

動物だったりするのだが、ふっくらしたブタのパ

ン屋さんを見ていると、こんなに苦労してヤギに

こだわらなくても……と思わないでもない。母ヤ

ギのかごの中身もそうだが、文章に書かれていな

いところまで描かなければならないのが絵本の辛

いところだ。

明治・大正の「おおかみと…」

　訳者（文を書いた人）によって違いがあるのは

当然だが、とりわけ明治から大正期にかけてはタ

イトルすら定まっていなかった。コヤギのコ
4

だけ

見ても「子、小、仔、幼」などいろいろな漢字が

あてられている。また、当時日本では珍しかった

事物を、どのように日本の文章に取り入れていく

か、あらゆる苦労があったと察せられはするが

……。翻訳というよりは、翻案、脚色、改作（？）

のような例も多々あった。際立った変わり種を紹

介しよう。

　明治期にはヤギが、ネコやイヌやウシなど身近

な動物になっている例も多い。『子猫の仇』（1895

年）は、オオカミの代わりに＜病
やまいぬ

犬＞。親猫は＜

外へ出て遊ぶんじゃにゃ
0 0

いよ［ないよ］＞と言い

聞かせ、＜にゃ
0 0

い［はい］＞と答える５匹の子猫、

そして病犬が来ると一度も断ることなく戸を開け

てしまうなど、かなり変更・省略がある。

　『おおかみとこいぬのはなし』（1898 年）は、筋

はあらかた同じだが、＜いちろお＞＜じろお＞＜

さぶろお＞＜しろお＞という４匹の子イヌを持つ

母イヌの話になっている。最後が＜まずまず　お

めでとお　ございます＞という言葉で締めくくら

れているのも異色。『おほかみ』の訳者である上

田萬年・校閲となっているからか、「おめでとお
4

」

のような表記へのこだわりがあるのも特徴的であ

る。

　『狼と七匹の犢
こ う し

牛』（1901 年）はウシになってい

るだけで、話の流れに大きな変更はない。母ウシ

を＜老
お ば あ

婆さん＞と言っているのはこれである。「こ

うし」とルビのある見なれぬ漢字「犢牛」は、辞

書によれば「犢」だけで「こうし」という意味だっ

た。
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　巌谷小波の『羊の天下』（1904 年）は「グリン

ムお伽文庫」とあるが、劇用に脚色されていて全

員に名まえがついている。母は白
しろたえ

妙、子どもは

角
つのいち

一、髭
ひ げ じ

二、綿
わたぞう

三、雪
ゆ き し

四、羅
ら し ゃ ご

紗五、奴
ぬ く ろ く

久六、愛
あいしち

七、

オオカミは慾
よくろう

郎。＜母羊白妙わ七匹の子を周囲に

おいて、頻りに大根を切って居ります＞という情

景描写に始まり、母が大根の切ったのを子どもた

ちに与えた後、市
ま ち

中へ出かけて行くと、案の定オ

オカミに家に入られてしまう。そして末っ子が隠

れた所は、なんと仏壇。大正期までは他の本でも

時計ではなく、暖炉や鳥
と や

屋、額の後ろなどあったが、

さらにわかりやすい場所にしたのだろう。

　『狼と山羊』（村上静人編 1914 年）は、概ねわか

りやすい口語体の文章の中に、突如「己れ、我が

子の仇敵！」とか、「やれ、待てしばし」、「やれ嬉

しや、あの喰はれた可愛さうな子供たちは…」な

どのセリフ。大正の初めという年代を考えれば無

理もない。

平成のオオカミ

　前出“生卵を飲むオオカミ”は『おおかみと七

ひきのこやぎ』（原作グリム兄弟　絵マルタ・バ

ラガー　文久米穣　講談社 1994 年）という絵本に

出てくる。母ヤギは“かいもの”に出かけるとい

う設定で、手さげかごには、ちゃんと財布が入っ

ている。１度目、声がしわがれていると追い返さ

れたオオカミは、スーパーマーケットで卵を奪っ

て飲む。２度目、足が黒いと言われたオオカミは、

パン屋でいきなり粉をかけさせ白くする。まんま

と家に入ったオオカミだが、６匹のヤギをその場

で食べずに自分の家へつれて帰った。毎日１匹ず

つ食べるためだ。帰ってきた母ヤギが森の警察へ

電話をすると、犬の刑事がパトカーで来て、オオ

カミの隠れ家を捜しだし全員無事救出。オオカミ

も死なない。――という具合に絵も話も現代風に

変えられている。

　そもそも、オオカミが卵を奪いに行ったスーパー

マーケット、店内にいる客はすべてヤギとブタな

のだ。こんな面倒なことをしてまで“七ひきのこ

やぎ”をつかまえる必然性が感じられない。また

動物の着衣や二足歩行だけなら、異を唱えるつも

りは全く無いが、この絵本の動物たちは皆、手の

指が長くて５本指、さらに人間のような爪がつい

ているのには違和感があった。

　大幅な脚色・翻案はいつの時代のどの作品にも

あり、これらは一例に過ぎない。ふとした疑問と

ちょっとした興味から、いろいろな「おおかみ…」

を見たことで、どこまでを「グリム童話」と言っ

てよいものか、新たな迷いが生じてしまった。

（なみき せつこ）
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